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アルジェリア政治・経済月例報告 

（２０１９年２月） 

 

平成３１年３月 

在アルジェリア日本国大使館 

１ 内政 

●１０日，ブーテフリカ大統領は，国民向けメッセージの中で，来る４月１８

日の大統領選挙への立候補を発表し，選出された暁には，政治，経済，社会の

プラットフォーム構築を目的とした包括的な国民会議を本年から始め，さらに

は憲法をより充実したものとすべく提案を行う予定とした。また，セラル前首

相が同大統領選挙キャンペーンの責任者に，ベンユネスＭＰＡ（アルジェリア

民衆運動）党首がコミュニケーション担当責任者に任命された。 

●１４日，大統領府声明によって，ラマムラ前外相が国務相兼大統領外交顧問

に任命されたことが発表された。 

●１９日，首相府ＨＰは，２５日に予定のウーヤヒヤ首相による国民議会にお

ける政府一般政策演説を前に，一般政策文書を公表。本件文書において，政府

は非中央集権化等のガバナンス及び法の支配の強化を政策実施において優先化

していること及び，内務省及び地方行政団体の改革と近代化のモメンタム継続

の必要性を強調している。また，炭化水素分野では，石油精製所の改修等によ

る国内生産の減退に直面したが，炭化水素以外の名目成長率に関し，２０１７

年は２．４％であったのが，２０１８年には３．４％を記録したとしている 

●２０日，ジャーバッラー正義発展戦線（ＦＪＤ）党首は，同党本部での会合

後，同党首が呼び掛けた野党統一候補について発表できず，同党首が読み上げ

た会合後の声明では，多数の県にて発生している民衆の抗議について焦点が当

たり，「現況の継続を拒否するデモという憲法上の権利を行使する民衆に対する

当局の対峙を警告する」と述べて民衆の平和的な抗議による野党への支持を多

とした。本件会合には，ベンフリス元首相，マクリＭＳＰ党首，ラハービー元

報道・文化相等の反体制著名人が参加。 

●２１日，大統領府は，ブーテフリカ大統領が２４日に定期的な健康診断のた

めにジュネーブを訪問する旨のコミュニケを発表した。期間は短期間とされた。 

●２２日，アルジェ市内は現大統領の５選に反対する抗議デモに震撼した。数

千人と見られるデモ参加者はプルミエメ市場といった市内の主要な場所に集ま

り，変革や現システムとの決別を要求しつつ，現政権への敵対的なスローガン

を叫んだ。人民宮殿前で催涙ガスがまかれ，警察はデモ隊が大統領府に向かう

ことを阻止し，押し合いになり負傷者も発生。また，オラン，アンナバ，コン

スタンティーヌ，セティフ，ベジャイア，ティアレット，トレムセン，メデア，
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ティジウズといった他の主要都市でも抗議運動が行われた。 

●２８日，ウーヤヒヤ首相は国民議会の一般政策演説の質疑応答に際して，「国

内では一週間前から抗議行動が続いており、私たちはこの行動が平穏なもので

あることを嬉しく思う。抗議は憲法上の権利である。一方で、私は何らかの操

作や策略を恐れている。１９９１年を思い出してほしい。それは今日のようだ

った。シリア内戦は当初市民が警官隊に（平穏な抗議運動の象徴として）薔薇

を渡すところから始まったのだ。薔薇は、私たちの国を狙っている危険の抗し

がたい証であり、我々に暗黒の１０年の暴力を想起させるかのようだ」等と述

べた。この発言に野党議員数名は抗議して退場。 

 

２ 外交 

●５日，アイサ宗教・ワクフ相，サヘル地域から研修のため来訪中のイマーム

（集団礼拝主導者）たちと会談。 

●１０日，ウーヤヒヤ首相は第３２回ＡＵ総会にて「アフリカの難民問題及び

関連する脅威に対処するには，根本的な原因への対処が求められている」と演

説。 

●２５日，ガイド・サラ国防副大臣兼国軍参謀総長は，来訪したトゥレンタ伊

国防相，ベシャレリ（Enzo VECCIARELLI）伊国軍参謀総長の表敬を国防省で受

けた。「ガ」国軍参謀総長及び伊国防相は，二国間及び多国間で達成された協力

に全面的に同意するとともに，両国の軍事協力を強化することを再確認。 

 

３ 治安 

●４日付報道によると国立交通安全センター所長は，「２０１５年から２０１８

年の３年間，件数は持続的に減少しており，死者数は２０１５年より３０％，

負傷者数は４０％減少した。減少は道路の危険に対するドライバー意識向上を

目的とする種々の仕事の成果である。しかし，２０１８年死者数（３３１０人）

は依然として高く，今後もセンターは関係諸機関と協力し努力を続ける」と述

べた。 

●９日付報道によると世界のサイバー安全を評価するウェブサイト

Comparitech は、アルジェリアを世界で最もサイバー安全度の低い国とし，最

下位にランクした。同社は「原因はコンピュータや携帯電話へのウィルス攻撃

が多発しているからである」とコメントしている。 

●１０日，市民防衛隊はアルジェ県ベン・アクヌーン地区大学学生寮で大学生

（２１歳男性）が自室で殺害されているのを発見した。犯人２人は，被害者の

部屋に侵入して殺害し，その後窃取した車両で逃亡した。翌１１日、同地区医

学部学生がキャンパス内での治安悪化に対し抗議運動を行った。 
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●１４日付報道によると大統領府は新国家警察庁長官としてアブデルカデル・

カラ・ブーハドバ氏を任命したと発表した。新長官は同警察庁を高官で退職し

た人物であり，警察行政に精通している。 

 

４ 経済 

●２日，ウーヤヒヤ首相は記者会見で，当国の外貨準備高が１月末までに７９

８億ドルにまで減少したことを認めた。昨年１１月末に発表された数値は約８

２１億ドルで，２か月あまりの間に２０億ドル超の減少。 

●３日，マンスーリ国家投資開発庁（ANDI）長官は，２０１８年に同庁に登録

された投資件数は４１２５件，投資の総額は１兆６７６０億ＤＺＤに上ると発

表。このうち，外国企業の参画する投資の総額は１４６０億ＤＺＤ。 

●４日，経営者フォーラム（FCE）は，組合への地位変更に関し労働・雇用・社

会保障省から正式な承認を得たと発表。これに伴い同組織の正式名称も「経営

者フォーラム連盟」（Confédération Forum des Chef d’Entreprise）に変更さ

れる。 

●５日，アラブ・マグレブ連合は，アフリカ開発銀行がモロッコ・アルジェリ

ア・チュニジアを結ぶマグレブ横断鉄道敷設プロジェクトに係る準備的活動の

資金を融資すると発表。本年３月２８日には同プロジェクトについての円卓会

議が開催される予定。 

●９日，関税庁は２０１８年の貿易統計を公表（括弧内の数字は前年比）： 

輸出高：４１１億６８００万ドル（＋１６．９８％） 

輸入高：４６１億９７００万ドル（＋０．３％） 

貿易赤字：５０億３００万ドル（－５３．７３％） 

●１２日，アルジェでアフリカ核エネルギー委員会（AFCONE）の臨時会合が開

催され，ギトゥーニ・エネルギー相が，アフリカ諸国は核不拡散防止条約を遵

守しつつ，原子力エネルギーを平和的に利用する権利を有する旨強調。同会合

には他に南ア，ガーナ，モーリシャス，モーリタニア，ナミビア，ニジェール，

ナイジェリア，チャド及びジンバブエが出席した。 

●１３日，日産モーターとハスナウィ・グループが，自動車組立て生産事業の

ための合弁企業設立の署名式をアルジェで開催。工場はオラン県に建設し，２

０２０年上半期に操業開始予定。年間６万３５００台の乗用車生産を目指し，

１万８０００人の雇用が創出される見込み。 

●１４日，ラウイア財務相は国民評議会において，凍結中の開発プロジェクト

の再開について，財政状況の改善次第とし，全てのプロジェクトが再開される

ことはないとの見解を示した。 

●２０日，国営税関伝達・情報システムセンター（CNTSID）は，２０１８年の
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CKD 方式による車両組立て生産向け構成パーツの輸入高が前年比で７９．２３％

増の約３０億ドルに上り，そのうち普通乗用車生産向けが１３億２０００万ド

ルを占めたことを発表。当国では現在４つの工場で普通乗用車が生産されてお

り，２０１８年の総生産台数は約１８万台（２０１７年は約１１万台）。 

●２１日，アルジェ県バラキ地区のシディ・ルシン製油所が，改修工事を終え

操業を再開。改修前と比べ３５％生産力が向上する見込みで，ウルド・カドゥ

ール・ソナトラック社総裁は，当国が２０２１年には石油精製品の輸入国から

輸出国へと変わるだろうと発言。 

 

５ 日本との関係 

●３日，日本大使公邸にてヌレディヌ・ヤズィド・ゼルーニ元副首相に対する

旭日大綬章の勲章伝達式を挙行。 

●１３日，小川大使は，アルジェ市ソフィテル・ホテルで行われた日産モータ

ーとハスナウィ・グループの合弁企業設立に係る署名式に出席。同署名式の模

様は，翌日の当地各メディアによって大きく取り上げられた。 

●２２日～２３日，アルジェ市エル・ハマメット体育館において，日本大使館

とアルジェリア空手連盟が空手日本大使杯を共催。 

 

＜アルジェリア要人の外国訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

２ 月 ３ ～

５日 

ア ラ ブ

首 長 国

連邦 

グラマラー・イス

ラム最高評議会

議長 

「人類友愛世界会議」に出席 

２月４日 ベ ル ギ

ー 

メサヘル外相 第５回ＥＵ・アラブ連盟閣僚会合に

出席。モゲリーニＥＵ外務・安全保

障政策上級代表兼副委員長及びス

トルテンベルグ北大西洋条約機構

（ＮＡＴＯ）事務総長と会談。 

２ 月 ４ ～

５日 

エ ジ プ

ト 

エッダリア国民

連帯・家族・女性

相 

第６３回国連女性の地位委員会（Ｃ

ＳＷ）のアフリカ閣僚準備会合に出

席 

２ 月 ７ ～

８日 

キ ュ ー

バ 

ミフビ文化相 ディアスカネル大統領と第２８回

ハバナ国際ブック・フェア開会式を

共催。メディーナ外務第一次官と会

談 

２ 月 ７ ～ エ チ オ メサヘル外相 第３４回ＡＵ執行委員会に出席。モ
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１０日 ピア ゲリーニＥＵ外務・安全保障政策上

級代表，サラメ・リビア担当国連事

務総長特別代表及びイスマイー

ル・モーリタニア外相と会談 

２ 月 １ ０

～１１日 

エ チ オ

ピア 

ウーヤヒヤ首相 第３２回ＡＵ総会に出席。ラマポー

ザ南ア大統領，ガインコブ・ナミビ

ア大統領及びアビィ・エチオピア首

相と会談 

２ 月 ９ ～

１１日 

ア ラ ブ

首 長 国

連邦 

ラウイア財務相 第４回アラブ財政フォーラム及び

第７回世界政府サミットに出席 

２ 月 １ ６

日 

ア ラ ブ

首 長 国

連邦 

ガイド・サラ国軍

参謀総長 

ムハンマド・アブダビ皇太子及びム

ハンマド副大統領兼首相兼ドバイ

首長とそれぞれ会談し，第１４回国

際国防見本市ＩＤＥＸ－２０１９

に出席 

２ 月 １ ９

～２１日 

ク ウ ェ

ート 

ラウイア財務相 ファラー・ムバラク財務相とともに

第１０回アルジェリア・クウェート

合同委員会を共催 

２ 月 ２ ０

～２１日 

オ ラ ン

ダ 

メサヘル外相 ブロック外相と会談。クリゲンター

ル国際関係研究所で講演 

２ 月 ２ ０

～２５日 

ニ ジ ェ

ール 

ベンメサウード

観光・手工業相 

第１４回アイル山地フェスティバ

ルに出席。アミル産業相及びボット

観光・手工業相と会談 

２ 月 ２ ３

～２５日 

エ ジ プ

ト 

ベンサラ国民評

議会議長 

アラブ連盟・ＥＵサミットに出席。

ボレル・スペイン外務・ＥＵ・協力

相と会談 

２ 月 ２ ３

～２４日 

ブ ル キ

ナ フ ァ

ソ 

ミフビ文化相 第２６回ワガドゥク・汎アフリカ映

画・テレビ・フェスティバル（Ｆｅ

ｓｐａｃｏ）に出席。カボレ大統領

を表敬 

２ 月 ２ ５

～２８日 

スイス アヤディ外務次

官 

第４０回国連人権理事会に出席 
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＜外国要人のアルジェリア訪問＞ 

日付 国・機関等 氏名・肩書き 目的 

２月５～６日 キューバ コバス・ルイス副保健

相 

ハズベラーウィ保健・人

口・医療改革相及びシア

フィフ国民議会外務・協

力・移民委員長と会談 

２月１３～１

６日 

世界保健機

構（ＷＨＯ） 

モエティ・アフリカ地

域局長 

ハズベラーウィ保健・人

口・医療改革相及びメサ

ヘル外相と会談。ウーヤ

ヒヤ首相を表敬 

２月１９日 モーリタニ

ア 

ウルド・マフム文化・

手工業・議会関係相兼

大統領特使 

ウーヤヒヤ首相と会談 

２月１９日 ＡＵ ンジャカ・ラジオ放送

アフリカ連合局長 

カウアーン報道相と会

談 

２月１９～２

１日  

キューバ マルミエルカ外国貿

易・外国投資・パート

ナーシップ相 

メサヘル外相，ユースフ

ィー産業・鉱業相及びギ

トゥーニ・エネルギー相

と会談。ウーヤヒヤ首相

を表敬 

２月２４日 米 インホフ上院軍事委

員会委員長 

ウーヤヒヤ首相を表敬。

ティンドゥフ難民キャ

ンプを訪問 

２月２５日 伊 トレンタ国防相 ガイド・サラ国軍参謀総

長と会談 

２月２６日 チュニジア フラティ内相 ベドゥイ内務・地方自

治・国土整備相と会談。

ウーヤヒヤ首相を表敬 

２月２６日 公証人国際

連合 

デ・ヤーノ会長 ルー・法務・国璽相を表

敬 

２月２６～２

７日 

ニジェール アンクラオ外務・協

力・アフリカ統合・在

外ニジェール人相 

メサヘル外相と会談。ウ

ーヤヒヤ首相を表敬 

         （了） 


